
変 更 契 約 年 月 日

契 約 業 者

契 約 業 者 の 住 所

工 事 の 名 称

工 事 場 所

工 事 種 別

道路改良 1 式

道路土工 1 式

地盤改良工 1 式

カルバート工 1 式

排水構造物工 1 式

舗装工 1 式

構造物撤去工 1 式

処分工 1 式

仮設工 1 式

工 期 （ 自 ）

工 期 （ 至 ）

変更前の契約金額 円（税込み）

変 更 金 額 円（税込み）

変更後の契約金額 円（税込み）

標準様式 ６－２　（工事）

（ 第１回  、 最終 ） 契約変更の内容

令和８年２月１８日

宮下工業（株）

群馬県前橋市石倉町五丁目14番地の9

Ｒ６国道５０号前橋笠懸道路赤堀今井地区改良その２工事

群馬県伊勢崎市赤堀今井町地先

一般土木工事

工　　事　　概　　要

　本工事は、上記の工事場所において、以下の内容で一般土木工事を行うものである。

令和７年４月１日

令和８年６月３０日

146,080,000

+   52,690,000

198,770,000



変 更 理 由

　１．排水構造物工
　　　詳細設計の引き渡しの結果、側溝工等の一部構造に変更が生じたため、側溝工を減工
　　する。

　２．舗装工
　　　関係機関との協議の結果、現場内への進入箇所の変更が生じたため、舗装工を増工す
　　る。

　３．構造物撤去工
　　　現地調査の結果、立入防止柵の木杭及び鉄線柵を処分することとしたため、防護柵撤
　　去工を増工する。

　４. 処分工
　　　現場内の仮置きの土質試験を行った結果、仮置きの一部に環境基準を超過する汚染土
　　が確認されたため、処分工を増工する

　５. 仮設工
　　　地元調整の結果、工事の施工に伴い現場内を横断している田んぼの排水管を撤去し、
　　仮排水路を設置したため、仮水路工を追加する。

　６. 共通仮設費
　　　道路橋維持管理資料作成費、遠隔臨場にかかる費用、試料採取費、図面作成費、
　　ICT活用効果等調査費用を追加したため、技術管理費を増額する。

　７．工期
　　　上記増工事項により、１３０日間延長し、令和８年６月３０日とする。



令和　８年　６月２９日

宮下工業（株）

群馬県前橋市石倉町５－１４－９

Ｒ６国道５０号前橋笠懸道路赤堀今井地区改良その２工事

群馬県伊勢崎市赤堀今井町地先

一般土木工事

工 期 (自) 令和　７年　４月　１日

工 期 (至) 令和　８年　６月３０日

　１９８，７７０，０００円（税込み）

＋　６６，３３０，０００円（税込み）

　２６５，１００，０００円（税込み）

１． 地盤改良工
  現地精査の結果、CBR 試験の結果、地耐力が少ないことが判明したため、掘
削土を発生せず、地耐力の向上が見込める路床改良工を追加する。
２．プレキャストカルバート工
 県道前橋・西久保線からの出入り口及びバイパス起点部から県道前橋・西久
保線への出入り口西久保線へ出入口の施工に際し、プレキャストボックスを施
工する必要があったため、プレキャストボックスを追加する。
 ３．側溝工
 県道前橋・西久保線からの出入り口及びバイパス起点部から県道前橋・西久
保線への出入り口西久保線へ出入口の施工に際し、プレキャストU 型側溝とプ
レキャストL 型側溝を施工する必要があったため、プレキャストU 型側溝及び
プレキャストL 型側溝を増工する
４．共通仮設費
追加した施工区間のICT 活用工事費を計上したため、３次元起工測量・３次元
設計データの作成費用及び３次元出来形管理・３次元データ納品を増工する。

変 更 前 の 契 約 金 額

変 更 後 の 契 約 金 額

変 更 理 由

変 更 金 額

工 事 概 要

契 約 業 者 名

契 約 変 更 年 月 日

契 約 業 者 の 住 所

・地盤改良工　　　１式
・プレキャストカルバート工　１式
・側溝工　　　　１式

工 事 種 別

工 事 場 所

（第2回）契約変更の内容

工 事 の 名 称


